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研究ノート

RIPパケットを用いた論理ネットワーク状況視覚化

佐 井 慧 彦＊・森 口 一 郎＊＊

要旨：本研究では，RIPと tracerouteを利用し論理ネットワーク図を自動で出力するシステムを構
築した．本システムは，まずRIPパケットをキャプチャしネットワークアドレスやサブネットマス
ク，hop数を抽出する．抽出後，ネットワークまでに経由するルータアドレスを tracerouteで取得す
る．そして，ルータアドレスのネットワーク所属情報をもとに論理ネットワーク図を自動で出力す
る．出力されたネットワーク図はWebブラウザ上でユーザに公開し，ユーザが図のルータをクリッ
クしたとき，MRTGで作成したトラフィックグラフを表示する機能も実装した．

キーワード：RIP，SMNP，MRTG，traceroute，論理ネットワーク図

Visualization of the logical network situation using RIP packets
Akihiko SAI* and Ichirou MORIGUCHI**

Abstract: In this study, we developed a system that automatically outputs logical network diagrams using 
RIP packets and traceroute. First, the proposed system captures routing information protocol （RIP） packets 
and extracts the network addresses, subnet masks, and hop counts from them. Second, the system collects the 
router addresses that were passed to the network based on the traceroute results. Then, it automatically 
outputs logical network diagrams considering the network group information of router addresses. These 
network diagrams are provided on a Web server, which also display traffic graphs constructed by multi router 
traffic grapher （MRTG） when users click routers on them.
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１．はじめに

近年，デジタル機器の増加や携帯電話など通信端
末の普及［１］によって，通信は日常生活に必要な
要素として成長し［２］，ネットワークを構築する
機会も増え，管理の重要性も高まった［３］．しか
し，ネットワーク管理は正常に通信ができているか
の監視を日常的に行う必要があるほか［４］，ネッ
トワーク構築時，ネットワークを直感的に把握する
ためケーブルの配線をまとめた物理ネットワーク
図，データの流れをまとめた論理ネットワーク図を
作成しなければならない．しかし，通信が生活イン
フラとなった今，ネットワーク管理者は少人数であ
る場合が多く，負担が大きいため，これは大きな問
題といえる．また，管理者でない組織内ユーザは通
常，ネットワークがどのような状態，構造であるか
の確認ができない．
これらの問題に対し，秋田，永田，谷口らは，

SDN（Software Defined Network）［５］の１つであ
るOpenFlowを各ルータに実装し，ネットワークの
接続状態やトラフィックを取得し，これらをサーバ
に保存しWebサービスとしてユーザに提供する研
究を行った［６］．しかし，管理者が前もって
OpenFlowに論理ネットワーク情報を与えなければ
ならないほか，OpenFlow技術を使用しなければネッ
トワークの状態を自動取得することができない問題
がある．また尾形，貫井らは tracerouteの結果から
ネットワークトポロジーを出力する研究を行ったが
［７］，SNMP［８］を使用しておらず，トラフィッ
ク情報などのネットワーク状態を取得していない．
SNMPを利用したネットワーク構造取得研究には
太田，神宮らのSNMP対応スイッチを利用しロー
カルネットワークの階層構造を出力する研究や
［９］，辻本，藏内，井口らのSNMPでMIB-Ⅱに登
録されているOSFP-LSDBなどのルーティング情報
を取得しその情報を参考にネットワーク構成を出力
する研究がある［10］．しかし，これらSNMPに依
存したネットワーク構造取得はシステム実行者が
ルータの管理者であり，SNMPで情報を要求する
許可がないと構造推定に必要な情報を取得すること
ができないほか，管理者が管理範囲をシステムに入
力しなければならない．
これらの問題に対し，本研究ではシステム実行者

が管理しているしていないに関わらず，ネットワー
クを解析し自動的に論理ネットワーク図作成を行う
ためにRIPパケットをキャプチャし，パケット内に
記載されている各ネットワークの端末に traceroute
を実行してその結果を参考に論理ネットワーク図を
自動で出力するシステムを構築した．出力したネッ
トワーク図は先行研究［６］と同じようにWebサー
ビスとしてユーザに提供し，さらに提供した図の
ルータがユーザにクリックされたときそのルータが
システム実行者の管理しているルータであるなら
SNMPで取得したトラフィック情報とCPU使用率
も表示することでネットワーク通信状態も提供し
た．また，複数の実行サーバで作成した論理ネット
ワーク図を１つの図にするために，２つのネット
ワーク情報のルータを比較し，同じ IPアドレスを
所有していた場合と，属しているネットワークを集
合の１要素としたとき包含関係にあった場合は，同
じルータと判断しまとめる機能も実装した．
本システムを仮想環境で構築したネットワークで
実行した結果，スター型のネットワークであればシ
ステム実行者の管理外のネットワークであっても正
しい論理ネットワーク図を作成できることが確認で
きた．また，複数の実行サーバを設置する場合は，
部分的であるがループが確認できる論理ネットワー
ク図を作成することができた．しかし，すべての
ネットワークをRIPで公開していない管理外ネット
ワークの場合，一部のネットワークしかグラフ化で
きないことも判明した．

2．本システムの重要プロトコル，ツール

先行研究ではネットワーク通信状況の把握と，管
理外ネットワークのグラフ化が問題点であったが，本
システムはRIPとMRTGを利用して解決している．
2. 1　RIP
ルーティングプロトコルの１つであるRIP（Routing 

Information Protocol）はUDP520番ポートを使用し，
version1ではブロードキャスト，version2ではマルチ
キャスト通信で各ルータが所有しているネットワー
ク情報を他のルータと共有する［11］．このRIPに
はクラスアドレスを想定して設定したバーション１
とサブネットマスクを考慮したバージョン２があ
り，今回は現在主流のバージョン２のみを想定して
本システムを構築した．
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RIPバージョン２のデータフォーマット（図１）
のoperation部は通信の段階を表しており，送信は
0x01，受信は0x02が格納される．address family部は
認証機能，route tag部は他のルーティングプロトコ
ルとの連携のために使用される．network address部
はルータが持っているネットワーク情報のネット
ワークアドレス，subnet mask部はそのサブネット
マスク，next hop部は対象のネットワークへ送信す
る場合に次に経由させるルータのアドレス，
distance部はネットワークの距離が挿入されており，
RIPの場合hop単位で表現している．これらnetwork 
address部からdistance部はネットワークごとに１
セットとなっており，送信元のルータが把握してい
る情報分追記される．

2. 2　MRTG
MRTG（Multi Router Traffic Grapher）［12］はルー
タのトラフィック状態をSNMP通信で取得し，ト
ラフィック状態変動をPNG画像形式で生成する
ツールである（図２）．本研究ではSNMP通信が許
可されているルータからインターフェース情報を取
得し，論理ネットワーク図を正確に把握，トラ
フィック状態を表示するために使用した．
ネットワークを介して機器を管理するプロトコル
のSNMP（Simple Network Management Protocol）は，
機器の情報をツリー構造で表したMIBツリー形式
［13］で要求内容を記し，リクエストする．そのた
め，MRTGのMIBツリー関連設定を変更すること

でCPU使用率やメモリ状態もグラフ化できるため，
本システムはトラフィック状態のほかにCPU使用
率もグラフ化するように設定した．

３．本システムの概要

RIPと tracerouteを使用し図を出力する機能と，複
数のグラフを１つにまとめ，MRTGにより作成さ
れたトラフィックグラフと１つにまとめたグラフを
Webサービスとしてユーザに提供する機能を実行
サーバ上に構築した．
3. 1　本システムの構成要素
本システムはネットワーク情報出力，グラフ情報
出力，グラフ提供CGIのように機能を３分割して
プログラムを構築した．
ネットワーク情報出力プログラムは実行サーバが
属するネットワーク内に流れているRIPパケットを
キャプチャしネットワークの存在を把握する．キャ
プチャ後，把握したネットワークに通信可能な機器
を探すホストスキャンを行い，発見できた任意の端
末に tracerouteを実行し，その実行結果を参考にネッ
トワーク接続情報を解析する（図３）．解析後，
tracerouteで発見できたルータとMRTG設定ファイ
ル群を照合し，情報を修正して接続情報として出力
する．グラフ情報出力プログラムでは，実行機器か
ら出力された接続情報と別の実行サーバとの通信で
取得した複数の接続情報をマージし，グラフ情報を
出力させた．そしてユーザがネットワーク図を要求
した際にグラフ提供CGIがグラフ情報をもとにネッ
トワークグラフを出力し，ユーザに提供する（図４）．
今回，接続状態把握時に実行するパケットキャプ
チャはWireshark，ホストスキャンはNmapで実装
し，ネットワーク情報出力プログラムとグラフ情報
出力プログラムおよび情報通信プログラムはすべて
Javaで構築し，グラフ提供CGIはシェルスクリプト
とvis.js［14］で作成した．

図１　RIPv2のフォーマット

図２　MRTGで作成したトラフィックグラフの例
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このように実行サーバはRIPパケットをキャプ
チャできれば論理ネットワーク構造取得処理を開始
するため実行サーバの配置場所は任意である．しか
し実行サーバが属するネットワーク内に複数のRIP
パケットが流れている場合，それぞれのパケットに
記入されていないネットワークが存在する．本シス
テムはRIPパケットでネットワークグラフ化範囲を
判断しているため，まとまったネットワーク情報が
流される末端ネットワークで本システムを実行する
ことが推奨される（図５）．
3. 2　tracerouteによる接続状況把握
本システムではRIPパケットからネットワーク情
報を抽出し，把握できたネットワークに属する機器
に対し tracerouteを実行して，その結果から経由し
たルータのアドレスを入手する．このようにして取
得したアドレスがどのネットワークに属しているか

を判断することで，対象のネットワークまでに経由
したネットワークを知ることができ，tracerouteの
表示順を参考に並べることで経由したネットワーク
の順番を知ることができる（図６）．例えば10.0.0.0/8か
ら192.168.0.0/16の端末に向けてtracerouteを実行した
ときにtracerouteの結果が図６のように10.0.0.1，
172.16.0.1，192.168.0.1の順番で表示され，RIPパケッ
トから10.0.0.0/8，172.16.0.0/12，192.168.0.0/16のネッ
トワークが把握できているとする．tracerouteの結果の
アドレスがどのネットワークに属しているかあてはめる
と，10.0.0.1は10.0.0.0/8，172.16.0.1は172.16.0.0/12，
192.168.0.1は192.168.0.0/16と な る． この 結 果 と
tracerouteの表示順より10.0.0.0/8から192.168.0.0/16へ
の 接 続 状 況は10.0.0.0/8，10.0.0.1，172.16.0.0/12，
172.16.0.1，192.168.0.0/16となっていることが確認でき
る．この処理をすべてのネットワークに実行しネットワー

図３　接続状態取得のための処理の流れ 図４　システム全体の処理の流れ（情報送信は省略）

図５　中間ネットワークと末端ネットワークのRIPパケット
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ク全体構造を出力した．
ルータに tracerouteを実行したとき，２通りの通

常とは違う結果が出力される（図７）．図７①のよ
うに1hop前のネットワークに存在するアドレスが
返答された場合は，実行サーバから近い方のルータ
のインターフェースが返答されたことになるため，
目標のネットワークの1hop前にそのアドレスの
ネットワークが存在すると判断できる．図７で例え
ると，192.168.0.1に tracerouteを行った結果，最後に
172.16.0.1が返答され，192.168.0.0/16の一つ前に
172.16.0.0/16があると判断できる．また，図７②の
ように1hop前のネットワークが tracerouteの結果に

記入されていない場合，実行サーバが属する
10.0.0.0と目標のネットワーク192.168.0.0の間に
ネットワークが存在しないと判断され，正確な接続
状況を取得することができない．そのため1hop前
のネットワークが記入されていない tracerouteの結
果は参考にせず，同ネットワークの別のアドレスに
tracerouteを再実行する必要がある．通常n hop先の
ネットワークに対し tracerouteを実行したとき出力
される結果はn+1個のアドレスが表示されるため
（図８①），図８②のようにn hop先の端末に実行し
たに関わらず tracerouteの実行結果がn個のアドレ
スの場合ルータに実行したと判断させた．

図６　tracerouteを使用した接続状態の取得方法 図７　ルータにtracerouteを実行した場合の返答

図８　2hop先のネットワークのルータと末端機器にtracerouteを実行した場合の返答
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3. 3　インターフェースの記録
tracerouteの実行結果は最後のアドレス以外は必

ずルータのアドレスになるため，ルータのアドレス
を記録しグラフに表示する機能も追加した．しか
し，この処理のみでは末端のネットワーク側のルー
タのアドレスを把握できないため，ホストスキャン
で取得したすべてのホストアドレスに tracerouteを
行い，ルータに実行した場合その時に使用したホス
トアドレスをルータの末端側のアドレスとした．
本システムは出力されたアドレスの数でルータに

tracerouteを実行したか判断しているが，ネットワー
ク部が途中まで同じネットワークが存在した場合
は，ルータが所有していないアドレスがルータのイ
ンターフェースとして記録されてしまう場合があ
る．例えば図９の場合は，172.22.0.0/16に属するルー
タのインターフェースアドレスを172.22.1.0/24の端
末のアドレスと誤認してしまう可能性がある．ま
た，マスク値が小さいネットワークはホストアドレ
スが非常に多くアドレスの調査に時間がかかる場合
もあるため，ネットワークのマスク値が一定以下
（実験では24bit未満）の場合，ルータの末端側のア
ドレス調査は実行させないシステムにした．

3. 4　MRTGとの連携
本システムはMRTGを利用してシステム実行者

が管理するルータのトラフック状態をグラフ化し提
供するが，MRTGは管理対象のルータとSNMP通
信ができる場合そのルータ用のMRTG設定ファイ
ルを作成し，このファイルをもとにMRTGグラフ
を作成する．そのためMRTG設定ファイルを読み
込み，提供したネットワークグラフでユーザがルー
タをクリックした時，MRTGグラフを表示させた．

MRTG設定ファイルには，ルータのインター
フェースごとに設定が記入されており（図10），こ
の設定のMRTG_INT_IPという項目にインター
フェースアドレスが記入されている．このアドレス

と tracerouteで発見したルータアドレスを照合する
ことで，２つの情報の対応付けができる．

3. 5　グラフマージ機能
ループが存在するネットワークでは tracerouteが
通過しない経路が存在し，正常にグラフを出力でき
ないため，複数の実行サーバを別のネットワークに
も設置することで片方のサーバでは把握できない経
路を取得できる（図11）．この複数のサーバで出力
した接続情報を１つにマージし，グラフ情報として
出力する機能も本システムで実装した．
情報を１つに合わせるためには，同一のルータを
特定し，１つのノードにまとめる必要がある．この
ため，グラフのルータ同士を比較し，同じインター
フェースを所持している場合または所属している
ネットワークを集合の要素として包含関係の場合は
同じルータと判断した（図12）．例えば図12の場合，
情報AルータがNet1，Net2，Net3に，情報Bルー
タがNet1，Net2に属している．この属しているネッ
トワークを要素として情報を集合化した場合，情報
Aの要素はNet1，Net2，Net3，情報Bの要素は
Net1，Net2となる．この２つの集合を比較し包含
関係の場合は２つの情報のルータは同じと判断す
る．例の場合はこの関係が成立するので情報A，B
をマージし，１つのルータとなる．
このように複数のサーバを設置することでループ
を把握した論理ネットワーク図を提供することがで
きる．しかし，先行研究［７］のように traceroute

図９　インターフェース取得に失敗するネットワーク例

図10　MRTG設定ファイルのフォーマット
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は最短経路しか通過できないためサーバの設置場所
によって把握できない経路が存在する．例えば図13
のネットワークの場合Net1の他にNet7に追加で実
行サーバを設置した場合それぞれの実行サーバで作
成したグラフをマージすることで正しい論理ネット
ワーク図を提供することができる．しかしNet3ま
たはNet4に追加で実行サーバを設置した場合，最
短経路が図14のようになりループが把握できない．
このようにサーバの設置場所によって結果が変わっ

てしまうため複数の経路を通過するような末端ネッ
トワークに実行サーバを設置することを推奨する．
なおシステムがSNMP通信によりインター
フェース情報を取得することが可能である場合，そ
の情報を参考に論理ネットワーク図を作成する．そ
のため実行者が管理している範囲のネットワークは
ループありなし関わらず１つのサーバでも正しくグ
ラフ化できる．

図11　tracerouteが通過しない経路があるネットワーク例 図12　包含関係によるマージ

図13　論理ネットワークマージが失敗するネットワーク例

図14　図13内のNet3，4のtracerouteの経路（Net1は省略）
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3. 6　ネットワーク図提供CGI 
前節までで出力したグラフ情報を使用し，

JavaScriptとCGIを組み合わせてネットワーク図を
Webブラウザ上でユーザに提供した．

WebブラウザはHTMLを解釈してユーザにコン
テンツを提供するため，HTMLソースコード内で
ネットワークグラフを作成しなければならない．そ
のため，数的グラフを表示するための JavaScript用
の外部ライブラリであるvis.jsのネットワークグラ
フ専用版を利用しネットワークグラフを作成した．

visネットワークグラフはノード同士の接続状態
が変化しないグラフとなっているが，実際のネット
ワークは動的に接続状態が変化する可能性がある．
このため，前節までで出力されているネットワーク
接続情報（グラフ情報）を参考にvisネットワーク
グラフを動的に出力するCGIをシェルスクリプト
で構築した．
また，本システムはルータのMRTGグラフを表
示させるため，MRTG設定ファイルを参考に，ノー
ドクリック時に対応しているMRTGグラフを表示
するようCGIを構築した［15］．

４．本システムの評価実験 

本システムが正しく論理ネットワーク図を作成で
き る か 実 験 を 行 い 確 認 す る た め，VMware 
Workstation Player version 16.2.4でCentOS7をOSと
して仮想マシンを複数生成し，仮想ネットワークを
構築した．１つのホストマシン内で仮想ネットワー
クを構築しているため，仮想マシン間の通信速度は
10Mbpsに制限した．また，VMware仮想環境には
ルータ用のOSをインストールできないため，仮想
マシンでも動作するソフトウェアルータである
Quaggaを利用してルータを構築した．
本システムはWebサービスでネットワーク図を
提供するため，今回はWebサーバとしてApache 
バージョン2.4.46をシステム実行サーバにインス
トールし，Webサービスを実装した．
また，本システムは提供するネットワークグラフ
にMRTGグラフも表示させるため，MRTGバージョ
ン2.17.4も実行サーバにインストールした．トラ
フィックグラフはデフォルトの設定で作成したが，
CPU使用率もグラフ化するため設定ファイルの最後
の行に図15の内容を追記した．図10内の［ファイル

名］は出力後のMRTGグラフの名前となっており，
今回は［監視するルータアドレス］_cpuとした．

５．結果

本システムが正しくネットワークグラフを取得で
きるか確認するために，様々なパターンのネット
ワーク上で本システムを実行した．
5. 1　仮想環境での結果
実行者の管理ネットワーク上で正常に動作するか
確認するため複数の仮想ネットワークを作成し，本
システムを実行した．なお表示した論理ネットワー
クグラフなどは firefoxブラウザで表示している．図
16は現在のネットワークで最も利用されているス
ター型であり，実行サーバから見た場合はツリー型
となる．図16のネットワークNet1で本システムを
実行し論理ネットワーク図を自動的に出力，Webブ
ラウザで表示した結果が図17であり，把握できた
ルータのインターフェースは輪郭に接して表示させ
た（図18）．しかし，3.2節で述べたように今回は
24bit以下のネットワークに対してはインター
フェース調査を行わないようにしているため，表示
できてない部分も存在する．
ルータのポート（丸部分）に色がついている場合
は，MRTGに登録している（システム実行者が
SNMP通信によりインターフェース情報を取得可
能）ルータであり，クリックすることでトラフィッ
クグラフやCPUグラフを表示できるほか（図19），
そのルータの輪郭に接してインターフェースアドレ
スをすべて表示した．

Target[[ファイル名 ]]: .1.3.6.1.4.1.2021.10.1.5.1&.1.3.6.1.
4.1.2021.10.1.5.2:[コミュニティ名 ]@[ルータアドレス ]
MaxBytes[[ファイル名 ]]: 100
Options[[ファイル名 ]]: gauge,absolute,nopercent,noinfo
Title[[ファイル名 ]]: CPU load average
YLegend[[ファイル名 ]]: CPU Load
LegendI[[ファイル名 ]]: one min average
LegendO[[ファイル名 ]]: �ve min average
ShortLegend[[ファイル名 ]]: (%)
Legend1[[ファイル名 ]]: one min average
Legend2[[ファイル名 ]]: �ve min average
PageTop[[ファイル名 ]]: <H1>CPU Load Average</H1>

図15　CPU使用率グラフ化のためのMRTG設定例
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図20はループが存在している仮想ネットワークで
ありサーバＡ，Ｂからシステムを実行し，出力した
論理ネットワーク図が図21，22であるが，１つの実
行サーバの情報のみを参考にグラフの作成を試みた
とき，tracerouteが通過しない経路は把握すること
ができない．把握できない経路に存在するルータが
MRTGに登録されている場合は経路を把握できる
が登録を行っていないときはできないため，サーバ
を複数用意し，それらで作成したグラフを自動で１
つのグラフにまとめることで通過しない経路も提供
することができる（図23）．しかし，２つの実行サー
バでも確認できない経路が存在した場合，さらに
サーバを増やす必要があり，サーバを増やすほど本
システムの正確性も増すが，現実的には設備のため
のコストが増加してしまうことが考えられるため，
根本的な解決策とは言えない．
5. 2　東京情報大学内ネットワークでの実行結果
本システムを管理外のネットワークで稼働させた
場合でも正常に動作するか確認するため，東京情報
大学内の172.22.1.0/24と192.168.124.0/24より本シス
テムを実行し，出力した２つのネットワークグラフ

図16　スター型（ツリー型）のネットワーク
（Net4，Net10～17には端末が存在）

図17　図16内で本システムを実行し作成した
ネットワーク図（firefoxブラウザで表示）

図19　図16 router1をMRTGに登録した場合の
クリック時に表示されるMRTGグラフの例（firefoxで表示）

図18　インターフェース表示の例
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をマージした結果からネットワーク構造を確認した
（図24）．なお学内ネットワークは単純なスター型の
ネットワークである．本システムを実行したサーバ
は両方ともSNMP通信による情報取得が許可され
ていないためMRTGグラフはすべてのルータで表

示できない．学内ネットワークでの実行結果より出
力されたグラフを確認した限り，学内ネットワーク
はスター型であることが把握できた．しかし，実際
の学内ネットワークにはグラフで表示されていない
ネットワークが全体の大部分を占める．この原因を
調査した結果，学内ネットワークは手動設定による
静的ルーティングを採用しており，RIPによる動的
ルーティングに登録しているネットワークは一部の
みであることが判明した．
これによりRIPで公開しているネットワーク以外
の自動グラフ化は不可能であり，その場合は事前の
静的ルーティング情報取得と手動操作が必要である
ことが確認できた．

６．まとめ

本研究では，RIPパケットでネットワークの存在
を把握し，Nmapと tracerouteでネットワークまでの
経路を取得して自動的に論理ネットワーク情報を出
力する機能と，複数の論理ネットワーク情報をマー
ジし，Webブラウザ上で，ユーザにルータをクリッ
クされた時にMRTGグラフを表示させる機能を持
つ論理ネットワークグラフをユーザに提供するシス
テムを構築した．
仮想ネットワークと学内ネットワークに対し本シ
ステムを実行した結果，単純なツリー型のネット
ワークでは正しくグラフ化を行えることがわかっ
た．またMRTGを採用しているルータは，ルータ
が持つすべてのインターフェースアドレスと
MRTGグラフをネットワークグラフで表示させる
ことができた．さらに， tracerouteでグラフ化を行っ

図20　ループが存在するネットワーク

図21　図20内サーバＡより実行した場合の
ネットワーク図

図22　図21内サーバＢより実行した場合の
ネットワーク図

図23　図21，22のグラフをマージしたグラフ

図24　学内ネットワークのグラフ
（172.22.1.0/24と192.168.124.0/24より実行）
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ているため，ループが存在しているネットワークの
場合でも別ネットワークに実行サーバを設置し複数
の実行サーバで取得したネットワーク情報をマージ
することでグラフ化を行えることも確認できた．ま
た，RIPパケットに全てのネットワークが記入され
ていない場合は，パケットに記入されているネット
ワークしか確認できず，自動では正確なグラフを出
力できないことも確認できた．
本研究では，RIPを使用しネットワーク図を作成
しているが，別のルーティングプロトコルである
OSPF［16］もネットワークアドレスやマスクが存
在しRIPと類似している．そのため，本システムを
小修正するだけでOSPFからもネットワークグラフ
を取得可能と考えられる．
本システムは実行サーバを複数設置することで
ループが存在するネットワーク対策をしているが，
多数設置すると設備コストが増加してしまう．さら
に，静的ルーティングと動的ルーティングを両方使
用しているネットワーク，もしくは静的ルーティン
グのみのネットワークの自動グラフ化を正確に行え
ないため，これらを解決する方法を考える必要があ
る．さらに，L2スイッチのみで分割され，ルータ
に登録していないVLANネットワークはRIPパ
ケットに含まれないため，本システムはVLANネッ
トワークを把握できず，正確にグラフ化できないこ
とが今後の課題である．
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